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視察報告 
いわて葛巻町再生可能エネルギー施設の見学 

岩手県・岩手大学・地元 NPO との交流 
 

奥村 実 
今年の REPA 国内視察は、７月２日（金）～７月３日（土）にかけて、会員６名、非会

員３名の計９名の参加で実施さ

れた。梅雨の時期であり、雷も鳴

る雨模様という天気予報であっ

たが、予想が外れほとんど雨に降

られず、無事、予定通り終えるこ

とができた。今回の視察は、下記

の二つの目的を持って取り組み、

葛巻役場、岩手県庁、岩手大及び

NPO 環境パートナーシップいわ

ての協力を得て実施された。 

１）葛巻町内に設置されている

再生可能エネルギー施設の見学      ゼロエネルギーハウス内でレクチャー 

２）いわてエネルギー環境教育ネットワーク（INEEE）との交流  

 一日目は、JR いわて沼宮内駅に集合し、宿の送迎バスでくずまき高原牧場「フラトー」

に行き、そこで葛巻役場の日向信二・主任主事から葛巻町の概要と再生可能エネルギー導

入の取り組みの説明を受けた後、牧場内にある地中熱と太陽光発電を利用したゼロエネル

ギー住宅と 120kW発電規模の木質バイオマスガス化発電設備を見学した。牧場内のレスト

ランで昼食を取った後、NPO 岩手子ども環境研究所が廃校を利用して開校している「森と
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風のがっこう」を見学した。

その後、上外川高原に設置さ

れている「グリーンパワー風

力発電所」(1,750kW×12 基)、

葛巻中学校に設置されている

太陽光発電設備（50kW）と森

のこだま館に設置されている

木質ペレットストーブ／ボイ

ラーを見学し、一日目の日程

を終え、ふれあい宿舎「グリ

ーンテージ」に泊った。         グリーンパワー風力発電所 

 葛巻町では平成 11 年度から新エネルギーの導入を開始し、現在、電気自給率では 160%

を達成しているが、エネルギー自給率では 70%であり、100%を目指した取り組みが行われ

ている。なお、見学した施設のなかには、畜ふんバイオマスシステムや木質バイオマスガ

ス化発電施設は経済面での課題があり、実証試験終了後、運転されていない施設もあった。

葛巻町では年々観光客は増加しており、2009年には約 55万人に達しているが、一方で人口

の流出が続いている。経済的なメリットが出せ、さらに新たな雇用創出につながる新エネ

ルギーの導入が求められている。 

「森と風のがっこう」は、子供たちにとって、自然に囲まれ携帯電話の電波も入らない環

境で生活をしながら自然エネルギーを実感でき、地元の人々との交流もできる貴重な滞在

型研修施設になっている。さらに、宿泊施設を含め環境整備が必要とされているが、資金

面の課題は大きい。 

 二日目は、宿の送迎バス

でいわて沼宮内駅に行き、

いわて銀河鉄道（新幹線の

開通に伴い JRから第三セク

ターとなった）で盛岡駅に

移動し、駅の西側にある「い

わて県民情報交流センター

（アイーナ）」内にある環境

学習交流センターにおいて

INEEE との交流を行った。
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ここでは、最初に REPAの活

動の概要説明を今泉代表か

ら行った後、環境パートナー

シップいわての佐々木明宏

氏から岩手県地球温暖化防

止 活 動 推 進 セ ン タ ー

（ICCCA）の活動の説明、岩

手県環境生活部の佐々木健

司・特命課長（温暖化・エネ

ルギー対策担当）から、岩手

県のクリーンエネルギー導入促進の取り組みの紹介があり、最後に岩手大学工学部の高木

浩一准教授から INEEE の活動内容と、高木氏が編集等に携わったエネルギー環境学習用の

教材の説明を受け、教材を手にとって動かす体験もできた。 

 ICCCA は岩手県の委託で環境学習講座の開催、環境アドバイザーの派遣、エコカーゴを

使っての出張学習等、幅広く環境教育や情報発信に取り組んでいる。また、INEEE は、高

木准教授を中心に三井物産の環境基金も活用し、子供のエネルギー環境教育に取り組んで

いる。「新学習指導要領」に沿って作られた教材は、触って動かすだけでなく、子供たちに

考えさせるユニークな教材で、その作り方や使い方は「エネルギー環境学習工作教材集」

として公開されており、北海道経済産

業局のホームページからもダウンロー

ドできるようになっている。 

 今回の国内視察は、 

１）再生可能エネルギー施設（木質バ

イオマス、風力、太陽光、地熱等）

の利用設備を実際に見学でき、導入

普及に向けての課題も見えたこと。       

２）地元 NPOとの交流を深めるととも    

                     教材を使った環境学習の説明（右が高木氏） 

に、自然のなかでの子供に対するエネルギー環境教育の具体的な取り組みとその環境、さ

らには教材に触れる体験ができたこと。 

等、今後の当 NPOの活動内容や進め方を考える上で非常に参考になる視察であったことを

最後に強調しておきたい。                      （REPA理事） 



4 
 

 

視察報告 

参考になった自治体の取組み 

牧 美江 

 NPO 法人再生可能エネルギー推

進協会（REPA）主催の岩手県葛巻

町視察へ参加してきました。参加者

は９名で、多すぎず少なすぎず、見

学するにはちょうど良かったと思

います。 

 葛巻町は新エネルギー（風力発電、

太陽光発電、畜ふんバイオ、木質バ

イオ）の導入を積極的に取組んでい

るとの事で、到着してすぐ、くずま

き高原牧場内施設内のゼロエネルギー住宅にて葛巻町役場農林環境エネルギー課の日向氏

から葛巻町の概要説明がありました。最初に町役場の方から、町の取組みと見学する施設

の説明を受けたので、その後の見学が非常に分かりやすかったです。 

 説明の後、くずまき高原牧場内を見学し、さらに併設の木質バイオマスガス化発電設備

を見学しましたが、この発電施設は㈱月島機械と NEDO との研究期間が終了したとのこと

ですが、間伐材の運送費コスト等で採算が合

わず、現在は休止状態でした。 

 次に NPO法人 岩手子ども環境研究所が運

営する「森と風のがっこう」を見学しました

が、一番ローコストでシンプルな、究極のゼ

ロエネルギーを実践している印象を受けまし

た。例えば、トイレは水も電気も使わないコ

ンポストトイレという、要はポリバケツに貯

めて汲み取り、排泄物は堆肥化して畑で再利用されます。都会の、便利で快適な生活がい

かに電力を要するかという事を痛感し、反省しました。しかし、ここでの生活をしてみろ

と言われたら、かなり勇気がいります。 
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      森と風のがっこうの施設内にある太陽光パネルと薪ストーブ 

上外川高原では、牧場へ電力供給しているグリーンパワーくずまき風力発電所を見学し、

葛巻中学校では校庭のはずれに設置されている太陽光発電を見学、最後に、森のこだま館

で薪も使えるいわて式のペレットボイラー・ストーブ等を見学しました。 

 この後、思いがけず葛巻町のワインの試飲をさせて頂きました。最初、山ぶどうだけで

作ったらまずくて飲めず、他のぶどうを混ぜたりして改良したとのことでしたが、非常に

美味しかったです。かなり飲んでしまいました。 

 ２日目は、盛岡へ移動し、いわて県民情報交流センター（アイーナ）にてNPO法人の方

から地球温暖化防止推進活動の紹介、岩手県職員の方より岩手県のクリーンエネルギー導

入促進の紹介、岩手大学電気電子工学科の高木準教授より小、中学校へのエネルギー環境

学習普及活動の紹介があり、それぞれ非常に興味深かったです。 

 この視察で印象深かったのは、葛巻町では「エネルギー自給の町を目指す」、岩手県では

「自然と共生し循環を基調とする社会」といったスローガンを立て、自治体が非常に積極

的に取組んでいることです。肝心の採算性の問題がありますが、自治体が中心となって取

組む事により、町民や県民の理解を得られているようです。葛巻町では、当初採算の合わ

なかった新エネルギー事業も、町議会では問題視されなかったとのことでした。 

 それぞれの施設にある設備は、土地や自然の豊かなところで有効なもののように感じま

した。また、自治体の取組みは私自身が今後取組みたいと考えているいくつかの事業にと

ても参考になりました。今後も是非、交流を続け、情報交換をしていきたいと思いました。 

中小企業家同友会も含め、再生可能エネルギー推進協会の皆様とは、それぞれ本業があ

るため、普段は会う機会が限られてしまい、ゆっくり話をする時間がありませんでしたが、

今回、視察旅行ということで、いろいろな話ができてとても有意義でした。最後になりま

すが、この視察を計画して下さった REPAの奥村氏に感謝致します。ありがとうございまし

た。                              （REPA一般会員） 
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活動報告 
三井物産環境基金助成 

「ポイントCO2地域ネットワーク活動」３年間の活動成果報告 

 尾園 次郎 

 

三井物産環境基金の助成を受けた掲題事業は、宮

代町役場、宮代町教育委員会、宮代商工会、地元商

店街・企業・団体、日本工業大学ものづくり環境学

科・佐藤茂夫研究室、REPA 関係者のご協力を得て、

ひとまず３年間の活動を終了しました。皆様のご協

力にこの紙面をもちまして感謝申し上げます。活動

内容は小冊子「三井物産環境基金助成によるポイン

ト CO2 地域ネットワーク事業 埼玉県宮代地区 CO2

排出量削減活動の成果と今後の展開」をご参照くだ

さい（REPA の HP http://repa-npo.com/からもダウ

ンロード出来ます）。活動を終えて、さらに実行、

検討しなければならないこと、皆様の協力を資金面、

マンパワーのことなど、たくさん出てきました。こ

れまで以上のさらなるご協力をお願い致します（今後の活動推進内容については別途お知

らせ致します）。本事業を終了するに当たり、関係部門への報告、今後の自立活動支援・協

力、意見交換等一連の作業結果を以下に示します。 

【１】 NPO法人再生可能エネルギー総会での報告会 

●日時：2010 年６月５日（土）午後 

●場所：環境パートナーシップオフィス会議室（渋谷区神宮前 5-53-67 コスモス青

山 B2F） 

●内容：埼玉県宮代地区 CO2 排出量削減活動の成果と今後の展開と題して尾園理事よ

り報告が同名小冊子（添付）により行われた。 

●要点： 

本事業は、家庭での CO2 削減の評価を子供たち（約 600 名の参加を得ている）が行

うことより、家庭生活における CO2 削減への意識を高め、実際に行動してもらえ、CO2

削減量の具体的な数値化、地域特有の CO2 排出の工夫等が「見える化」できるように
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なった。それらの成果は「キッズエコサミットイン宮代 2009」、三井物産の成果発表

会での中間報告、エコプロダクツ展等々で紹介させていただいた。 

第１、２期（平成19、20年度）において、生徒の家庭でのCO2削減を評価し、2009

年の２月13日、６月１日に証書の発行を終了した（追記：第３期も2010年６月22日に

行われた）。 

３年間の活動を通じ、本活動のデータ集計、分析、評価等の仕組みは確立された。

しかし、システムのブラッシュアップと使い勝手の改善や、宮代町地元商店街を支援

するフレームワーク＊の構築にはもう少し時間が必要で、皆さんのさらなる協力が必要

である。 

 
＊：フレームワークとは、第2年度に作成した小中学生の各家庭での二酸化炭素削減システムに連動

させて地元商店街支援システムを併設させていくもので、４年目以降も、引き続き宮代町を舞台とす

るCO2排出削減の取組みを、地元の協力を得ながら継続させていく。 

 

 総会での報告の後に行われたパネルディスカッションや懇親会等でさまざまな意見

が出されており、これらを参考に今後の自立活動へ反映していく。                     

    尾園理事の報告（左）と REPA 総会風景  

 

パネルディスカッションの風景 
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【２】宮代町教育委員会への報告 

●日時：6月 17 日（木）17 時 00

分～18 時 00 分 

●場所：宮代町役場 

●出席者：宮代町教育委員会の桐川委

員長、石川氏、日本工業大学佐藤研究

室：佐藤教授 

REPA：篠田事務局長、尾園理事 

                          宮代町教育委員会への報告 

●内容：小冊子「埼玉県宮代地区 CO2 排出量削減活動の成果と今後の展開」を手渡し

内容の説明を行うとともに、３年間の活動に対する宮代町教育委員会の支援に謝意を

表した。委員長より慰労・感謝の言葉と本活動継続の要請があった。「宮代町の子供

たちの意識は高く子ども環境サミット in KOBE への参加し、福田首相に同メッセージ

を手渡しするなど活躍している。教育委員会は、CO2 排出削減量の購入による収入に

を活用し「エコバックで買い物を！」のパンフレットを９千部作成し地元の各家庭等

に配布し役立たせて戴いている」等々のご説明もあった。尾園理事より、助成金が終

了するので、今後は地元商店・事業主の支援が欠かせず、教育委員会、町役場の支援

をぜひお願いしたい、と結んだ。 

 

【３】交流宮代への報告・協力依頼 

●日時：６月 17 日（木）18 時 00 分～

19 時 00 分 

●場所：宮代町進修館 

●出席者： 

交流宮代：鈴木代表（スズキ商店）、

小林役員（㈲朋洋）、森山役員（モー

タースサイクルショップ） 

日本工業大学佐藤研究室：佐藤教授 

REPA：篠田事務局長、尾園理事     交流宮代３役の方と打ち合わせ 

 

注：交流宮代は元ライオンズクラブであり、発展的に現組織となっている。地元 12 業種から

代表が選出され、地元商業の発展のみならず地域貢献などを進める活動等を行っている。環境

にも大いに関心を示している。 
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岩手県環境生活部他との交流 

 

●内容： 

教育委員会への報告と同様の本事業の説明をおこない、今後の自立活動について

は、ぜひ地元商店主、事業主の協力をお願いしたいと力説した。 

交流宮代の方々より、本活動に対する理解が示され、前向きな意見が数々だされ。

交流会内部で検討することとした。地元の商店主、事業主は、自然・環境保護/修復

/改善、地元名産の PR、大学通りｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝｲﾍﾞﾝﾄ等の環境のみならず地域の発展、安

全等の幅広い活動検討を進めており、総合的な連携をした提案がポイントであろう。

今後とも継続した会合を持つこととした。 

 

【４】REPA 葛巻町再生可能エネルギー施設及び岩

手県環境生活部との交流会（７月２～３日） 

 生可能エネルギーに積極的に取組んでい

る岩手県葛巻町の視察会および岩手県環境

生活部・岩手大学の高木先生との意見交換会

が、総勢９名の参加により行われた。第一日

目の報告は REPA 通信 No24 参照のこと。 

 第二日目は場所を盛岡市のアイーナに移

し、当協会の活動内容ならびに三井物産環境

基金助成の「ポイント CO2 地域ネットワーク事

業」を紹介し、岩手県環境生活部佐々木健司氏からは、岩手県全体の新エネルギー（風

力、雪氷熱、畜産バイオマス、水力、地熱、太陽光）の自然と共生した取組み、環境

学習広報車「エコカーゴ」等の環境教育活動の紹介、また岩手大学の高木先生からは、

エネルギー環境学習普及活動の紹介があり、その後、意見交換が行われました。宮代

でのポイント CO2 活動については是非情報交換をさせて戴きたいとの申し入れがあり

ました。すでにメール等での情報交換が始まっています。（REPA 理事） 

 

 

 

REPA情報交換会（９月８日（水）18：30～20：30場所：四谷・ファミール） 
 

光と風の研究所の代表取締役である堀内氏（REPA 理事）が「竹は地球を救う」と題してミ

ニ講演を行います。各地域で廃棄処分等の対策で頭を悩ませている竹ですが、竹には炭や肥

料としての有用性だけでなく、様々な利活用の方法があります。また、竹という素材を生か

したアートにもなります。この竹の隠れた有用性に着目して、熱海近郊のある町で町おこし

を提案している堀内氏に、そのアイデアを披露していただきます。 


